令和○年○月○日
製造部長　○○様
製造部　○○
出張報告書
標記の件、下記のとおりご報告申し上げます。

記
1. 出張先
〇〇大学（〇〇県〇〇市）
2. 出張期間
令和○年○月○日（日帰り）
3. 出張目的
本出張は、2027年度新卒採用活動の一環として、〇〇大学にて開催された合同企業説明会への参加を目的として実施したものである。当社の事業内容や職種、働き方について学生に直接説明を行い、企業理解の促進および応募意欲の向上を図るとともに、優秀な人材の確保につなげることを目的とした。
4. 対応先および関係者
· 〇〇大学 キャリアセンター担当者
· 説明会運営事務局
· 参加学生（主に〇〇学部・〇〇学科）
· 当社 人事部　採用担当　〇〇
5. 実施内容および結果
当日は、合同企業説明会において当社ブースを設営し、会社概要、事業内容、募集職種、キャリアパス、福利厚生制度等について説明を行った。
説明は1回あたり約30分、計5回実施し、延べ約60名の学生が参加した。

説明では、実際の業務内容や1日の仕事の流れ、若手社員の活躍事例などを具体的に紹介したことで、学生からは「仕事内容がイメージしやすい」との反応が多く見られた。
また、質疑応答の時間では、入社後の配属や研修制度、働き方に関する質問が多く、当社への関心の高さがうかがえた。

説明会終了後には、約25名の学生がエントリー意向を示し、そのうち複数名については早期選考への参加を希望するなど、一定の成果を得ることができた。

6. 検討事項および今後の対応
(1) 説明内容のさらなる改善
学生の関心が高かった「具体的な仕事内容」や「キャリアパス」について、今後はさらに詳細な事例を追加し、説明内容の充実を図る。
(2) 資料およびプレゼンの見直し
スライド資料の一部に情報量の多い箇所があったため、視認性を高めるための構成改善を検討する。
(3) フォロー体制の強化
説明会後のエントリー者に対して、早期にメールやインターン案内を送付し、選考への移行率向上を図る。
(4) 大学別戦略の検討
今回の参加学生の傾向を分析し、今後の大学別ターゲット戦略や説明内容の最適化を進める。
7. 所感
今回の説明会では、学生との直接的な接点を通じて、当社の魅力を効果的に伝えることができたと感じている。特に、具体的な業務内容や働き方を重視した説明が、学生の関心を高める要因となった。

一方で、競合他社も多く参加しており、限られた時間の中でいかに印象を残すかが重要であることを改めて認識した。今後は、説明内容のブラッシュアップやフォロー施策の強化を通じて、採用活動全体の質を高めていきたい。

人事部としては、単なる説明会参加にとどまらず、学生との接点を継続的に活かし、優秀な人材の確保につなげていく取り組みを推進していく。

以上
